
海岸や湖岸の砂地に生える越年草。茎は直立し、枝は少なく、葉とともに緑白色で、毛はなく、高さ15-

40cm。根出葉は倒披針形、頭大羽状に浅裂し、先は鈍形、長さ1.5-4.5cm、両面に毛がある。茎葉はへら

状線形、ふつう全縁で、毛がない。花期は4-5月。萼片は長楕円形、淡緑色、長さ2-2.5mm。花弁は白色、

倒卵形、長さ4-8mm。

神戸市で採られた古い標本が確認されている。現在で
は生育が確認できない。2020年版で要調査からEXに
変更した。

－

EX

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久（県外で撮影）

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市

■ 国内分布

本州（東海、近畿）、四国

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

アブラナ科

兵庫県ランク…タチスズシロソウ
環境省ランク… ENArabidopsis  kamchatica  (DC.) K.Shimizu et Kudoh subsp.

kawasakiana  (Makino) K.Shimizu et Kudoh


